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ふるさと館
ニュース

飯山市ふるさと館
〒 389-2253
飯山市大字飯山1434-1
電 話：0269-67-2030
FAX：0269-67-2030
e-mail:furusato@city.
      　iiyama.nagano.jp

ご　案　内
【開館時間】
　9:00 ～ 18:00
　※入館は 17:30 まで

【休 館 日 】
　月曜日、年末年始
　※祝日の場合は火曜日

【入 館 料 】
　大　人 200 円 
　子ども 100 円
　※市内の小中学生と　
　　同伴の保護者は無料

今月の文化財

小菅神社の杉並木
古絵図には、関沢の二の鳥居
から奥社まで続いて描かれて
いますが、現在は奥社入口か
ら約 400 メートル、約 200 本
の杉が並んでいます。太いも
のは樹齢 300 年といわれてい
ます。
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「
飯
山
城
址
」
は
飯
山
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で
す
が
、
飯
山
城
を
め
ぐ
る
歴

史
に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
探
り
、
今
後
の
保
護
活
動
や
活
用
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
、
飯
山
城
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
明
ら
か
に
し
、
皆
様
に
公
開
い
た
し
ま
す
。

　
飯
山
城
に
関
わ
る
第
１
回
目
の
今
企
画
展
で
は
、
ま
ず
城
と
城
下
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
館　

秋
の
企
画
展

「
飯
山
城
と
城
下
町
」

■休館日
　　毎週月曜日
　（祝日の場合は翌日）

■入館料 ( 観覧料含む )
  大　　人　２００円
  小中学生　１００円

○ 10 ／ 13( 土 )・14( 日 )
は入館無料です。

／９11(火) ／1111(日)～
■期　間

■場　所
AM9 時～ PM6 時

飯山市
 ふるさと館

天然記念物めぐり
参加者募集

　意外と身近なところに天然記念物があるん
です！いいやまの天然記念物を発見してみま
しょう。

■日　時：１０月２８日（日）雨天決行
　　　　　午前８時５０分ふるさと館集合
　　　　　午後３時３０分　　　　　解散
■講　師：高橋　勸　先生
　　　　　（市文化財保護審議委員）
■対　象：一般の方
■定　員：３０名（先着順）
■資料代：２００円
■持ち物：昼食、飲料、雨具、筆記用具等
■コース：大川のイチョウ、菜の花公園の巨
　　　　　木・珍木、温井のアカマツ・ケヤ
　　　　　キ、北条のメタセコイア等
■申込み：１０月１９日までにふるさと館　
　　　　　（６７－２０３０）へ

寄
贈
資
料
一
覧

　
　
　
　
　

 

６
月
～
８
月

◇
小
川　

良
江　

様

　
ヒ
ロ
ロ
み
の
、
ス
ゲ
み
の
ぼ
う

　
し
、
は
ば
き
、
電
気
ア
イ
ロ
ン

　

菰
編
み
機

◇
星
野　

暁
恵　

様

　

飯
山
尋
常
小
学
校
卒
業
証
書
、

　

賞
品
附
與
證
書
、
陸
軍
看
護

　

学
卒
業
證
書

◇
栗
岩　
司　

様

　
か
ん
ざ
し
、
櫛　

全
18
点

◇
神
田　

様

　

雛
人
形
22
点
、
五
月
人
形
２

　

点
◇
滝
沢　
三
夫　

様

　

斉
藤
家
文
書
（
複
写
）
３
点
、

※
飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
で
は
、
当

館
に
所
蔵
し
て
い
な
い
資
料
の

寄
贈
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

寄
贈
い
た
だ
い
た
資
料
は
、
大
切

に
保
存
・
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

心
に
残
る
鍋
倉
山
長
野
県
立
歴
史
館　

総
合
情
報
課
長

　

   　

 　

 　
　

 

宮
下　

健
司

親
子
食
文
化
講
座

　
　
　
　
や
っ
て
ま
す

　

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
で
は
、
年

間
を
通
じ
、
親
子
食
文
化
講
座

「
大
豆
を
育
て
て
味
噌
と
豆
腐
を

作
ろ
う
」
と
い
う
親
子
講
座
を
、

飯
山
食
文
化
の
会
と
の
共
催
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
に
大
豆
を
畑
に
ま
き
、
成

長
を
観
察
し
な
が
ら
数
回
の
草

取
り
を
し
、
９
月
１
日
に
は
収
穫

し
た
枝
豆
を
使
い
、
餅
を
つ
き
、

「
ず
ん
だ
も
ち
」
作
り
を
行
い
ま

し
た
。

　

冬
に
は
収
穫
し
た
大
豆
を
使
っ

て
の
味
噌
と
豆
腐
作
り
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

 

信
越
か
ら
す
踊
り
大
会　

　
　
　
　

 　

盛
大
に
開
催

　
毎
年
恒
例
の
か
ら
す
踊
り
大
会

も
今
年
で
９
回
目
を
む
か
え
、
８

月
16
・
17
日
の
二
日
間
に
わ
た

り
、
暁
の
湯
前
広
場
に
お
い
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
両
日
で
お
よ
そ

７
０
０
名
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し

た
。

　
今
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
合
宿

で
来
ら
れ
て
い
る
学
生
や
飯
山
か

ら
来
た
と
い
う
子
供
が
楽
し
げ
に

踊
る
姿
が
見
ら
れ
、
主
催
者
が
目

指
す
方
向
に
少
し
ず
つ
近
づ
い
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
来
年

は
十
回
目
の
節
目
と
な
る
か
ら
す

踊
り
大
会
で
す
が
、
地
区
の
盆
踊

り
と
し
て
根
づ
き
、
ま
た
、
飯
山

に
来
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な
お
祭
り
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

太
田
地
区
専
門
部
員　

　
　
　
　
　
　
　

伊
東
芳
和

縄
文
体
験
！

　
縄
文
土
器
野
焼
き
教
室

　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
の
夏
休

み
体
験
教
室
で
作
っ
た
縄
文
土
器

を
、
当
館
市
民
学
芸
員
で
あ
る
田

村　

城
先
生
の
指
導
の
も
と
、
９

月
２
日

（日）
に
野
焼
き
を
行
い
ま
し

た
。

　

野
焼
き
の
際
に
土
器
に
水
分
や

空
気
が
含
ま
れ
て
い
た
り
、
急
激

な
温
度
変
化
が
あ
る
と
割
れ
て
し

ま
う
こ
と
か
ら
、
完
成
後
十
分
に

乾
燥
さ
せ
、
焼
き
始
め
も
火
に
直

接
当
た
ら
な
い
よ
う
徐
々
に
焼
い

て
い
き
ま
す
。
３
時
間
半
ほ
ど
野

焼
き
を
し
、
土
器
を
取
り
出
し
て

み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
割
れ
て
お
ら

ず
、
参

加
し
た

子
供
た

ち
も
満

足
の
焼

き
上
が

り
と
な

り
ま
し

た
。

△親子で協力しての調理

▽講師と参加者でポーズ

シリーズ

飯山を語る
         №６

　
「
ブ
ナ
の
里
、
雪
の
都
」
と
い
わ

れ
る
あ
こ
が
れ
の
飯
山
に
三
年
間

赴
任
し
て
、
飯
山
の
山
や
自
然
と

じ
っ
く
り
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。

休
日
に
な
る
と
、
二
万
五
千
分
の

一
の
地
形
図
を
も
っ
て
、
飯
山
の
山

や
集
落
を
徹
底
的
に
歩
い
た
。
斑

尾
、秋
津
の
山
、黒
岩
山
、鍋
倉
山
、

小
菅
山
、
万
仏
山
・
・
・
。  

　

万
仏
山
は
印
象
的
な
山
で
、
福

島
神
社
か
ら
三
十
三
番
観
音
の
石

像
を
数
え
な
が
ら
上
り
つ
め
る
と
、

洞
窟
の
中
に
大
日
如
来
と
弘
法
大

師
像
を
安
置
し
た
万
仏
岩
に
突
き

あ
た
る
。
そ
こ
か
ら
上
は
鎖
で
登

る
険
し
い
山
、
ま
さ
に
手
で
歩
く

修
験
の
山
に
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
こ

を
過
ぎ
る
と
狭
い
岩
場
の
道
の
脇

に
キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
が
迎
え
て
く
れ

る
。
熊
に
荒
ら
さ
れ
た
直
後
の
ジ

バ
チ(

ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ)

の
巣
が

あ
り
、
黒
い
服
を
着
て
い
た
た
め

に
攻
撃
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

  

飯
山
の
山
と
い
え
ば
、
最
も
心
に

残
り
、
何
度
も
通
っ
た
の
は
ブ
ナ

の
生
い
茂
る
鍋
倉
山
で
あ
る
。
特

に
雪
解
け
の
ブ
ナ
林
は
、
根
元
の

雪
が
溶
け
て
白
い
雪
面
に
美
し
い

円
形
の
造
形
を
生
み
、
そ
の
上
を

見
上
げ
る
と
萌
黄
色
の
ブ
ナ
の

新
緑
が
青
空
に
映
え
て
い
る
。
こ

ん
な
美
し
い
森
が
長
野
県
に
あ
る

こ
と
を
飯
山
に
来
る
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
。

　

ブ
ナ
の
緑
の
中
に
白
い
タ
ム
シ

バ
と
コ
ブ
シ
の
花
が
咲
き
、
林
床
の

紅
い
ユ
キ
ツ
バ
キ
と
ピ
ン
ク
の
イ
ワ

カ
ガ
ミ
や
イ
ワ
ナ
シ
の
花
も
美
し

い
。
浅
い
谷
に
は
小
ぶ
り
の
ナ
ベ
ク

ラ
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
の
花
が
雪
の
中
か

ら
顔
を
出
す
。
ま
た
、
ブ
ナ
林
に

囲
ま
れ
た
茶
屋
池
は
一
面
に
張
っ
た

氷
が
溶
け
出
し
、
白
い
氷
と
青
緑

の
水
が
織
り
な
す
色
合
い
は
太
古

か
ら
の
神
秘
さ
を
伝
え
て
い
た
。

  

ブ
ナ
林
で
雨
に
あ
い
、
ブ
ナ
の
大

木
の
下
に
避
難
し
て
驚
い
た
。
ブ

ナ
の
木
の
下
の
方
が
雨
粒
が
大
き

く
、
雨
の
密
度
が
濃
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
ブ
ナ
の
大
木
は
二
〇
万

枚
の
葉
で
水
を
集
め
、
幹
（
樹
幹

流
）
で
根
元
に
水
を
送
り
、
落
ち

葉
が
一
〇
〇
年
か
か
っ
て
わ
ず
か
一

セ
ン
チ
の
腐
葉
土
と
な
る
根
元
に
、

マ
ツ
の
五
倍
の
水
を
蓄
え
る
と
聞

い
た
話
を
実
感
し
た
。 

  

ブ
ナ
林
に
通
う
道
で
、
飯
山
で

は
「
ブ
ナ
一
本
で
、
一
反
歩
の
田
ん

ぼ
を
潤
す
」
と
聞
い
た
。
飯
山
の

「
田とう
ど人
」
は
、
ブ
ナ
林
か
ら
流
れ
出

し
た
生
き
た
水
で
米
づ
く
り
を
し

な
が
ら
弥
生
時
代
以
来
、
二
千
年

間
に
わ
た
っ
て
「
農
の
心
」
を
育

ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

文
化
財

　
　

地
区
の
話
題

◆展示品
　・城下町絵図
　・甲冑（江戸時代）
　・飯山藩主奉納絵馬
　・城主本多氏遺品
　・商家の千両箱、

看板、調度品
　・飯山城跡内発掘資料
　
　その他多くの貴重な資
料を展示いたします。


